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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と±のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします
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我
孫
子
市
で
は
、
平
成
５
年
４

月
１
日
採
用
予
定
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
の

雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
下
表
に
よ
る
受

験
変
格
に
加
え
て
次
の
要
件
を
満

た
す
身
体
障
害
者
の
方
も
合
わ
せ

て
募
集
し
ま
す
。

①
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か

つ
介
繊
者
な
し
に
聴
務
遂
行
が
可

能
な
者

②
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対

応
で
き
る
者

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者

▼
受
付
期
間
平
成
４
年
７
月
詔

きれいなまち･きれいな心
きれいな選挙

而
圃
員
君
冨
畠

0

７
月
肥
日
（
火
）
か
ら
人
事
課
で
受
け
付
け

｢一一~~~言一一－－－－．－
℃ 剛皿

日
（
火
）
か
ら
８
月
、
日
（
月
）
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
（
８

月
１
日
は
正
午
ま
で
、
２
日
、
８

日
、
９
日
は
除
く
）
ま
で
に
市
役
所

人
事
課
へ
関
係
書
類
を
持
参
し
た

者
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
験
手
続
試
験
申
込
書
は
、

人
事
課
で
交
付
し
ま
す
。
希
望
者

は
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
自
筆

で
記
入
し
、
写
真
２
枚
（
ラ
イ
カ

判
上
半
身
無
帽
で
最
近
６
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
を
、
申
込

書
及
び
受
験
票
の
所
定
の
位
置
に

ノ
リ
付
け
）
、
卒
業
（
見
込
）
証
明

書
と
成
績
証
明
書
（
最
終
学
唾
各

１
通
を
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ

。
’
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
、
７
局
配
日
（
日
又
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま

で
、
市
内
訓
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
候
補
者
の
個
人
に
投
票
す
る
選

挙
区
選
出
選
挙
と
、
政
党
又
は
政
治
団
体
に
投
票
す
る
比
例
代
表
選
出
選
挙
の
２
種
類
で
す
。
み

な
さ
ん
棄
権
せ
ず
に
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
Ⅱ
選
挙
管
理
委
員
会
貧
妬
）
１
１
１
１
Ⅱ

一一一

投
票
日

』

〆
卑
』

I〆

７
月
朋
日
（
日
）
投
票
時
間

込
）
を
証
明
す
る
書
類
禿
だ
し
、

成
綴
証
明
書
に
よ
り
確
認
で
き
る

場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

窪
）
①
手
続
き
に
は
印
鑑
が
必
要

で
す
。
②
申
込
書
と
受
験
票
は
切

り
離
さ
な
い
こ
と
。
③
身
体
障
害

者
の
方
は
申
込
時
に
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
参
す
る
こ
と
。

▼
試
験
日
８
月
調
日
官
）

▼
試
験
会
鶏
我
孫
子
中
学
校

▼
問
い
合
わ
せ
総
務
部
人
事
課

垂
（
妬
）
１
１
１
１
内
線
２
０
８

を
受
験
す
る
者
は
、
査
格
（
取
得
見

さ
い
。

な
お
、

一劃 一戸簿』

保
母
又
は
生
活
指
導
員

’ 胃 同

’
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琴
墨

…

Ｈ
）
投
票
時
間
杵
鰔
川
雌
鯏
協

く
だ
さ
じ

‐
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま

③
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙

岬
者
の
個
人
に
投
票
す
る
選

権
の
停
止
を
受
け
て
い
な
い
人

画
選
挙
の
２
種
類
で
す
。
み

員
会
云
（
妬
）
１
１
１
１
Ⅱ

投
票
所
整
理
券
は
７
月

０
Ｆ
”
日
ま
で
に
各
家
庭
へ

投
票
で
き
る
人
は
』
投
票
所
で
の
投
票
事
務
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
に
投
票
所
整
理

投
票
で
き
る
人
は
次
の
要
件
を
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

備
え
「
我
孫
子
市
選
挙
人
名
簿
」
に
投
票
所
整
理
券
は
、
７
月
Ⅳ
日

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。
ご
ろ
ま
で
に
各
家
庭
に
届
く
よ
う

の
昭
和
幻
年
７
月
”
日
以
前
に
生
に
発
送
し
ま
す
が
、
万
一
紛
失
し

ま
れ
た
人
た
り
、
転
居
等
で
届
か
な
か
っ
た

②
平
成
４
年
４
月
７
日
以
前
に
我
場
合
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

孫
子
市
に
転
入
届
を
し
た
人
で
、
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の

引
き
続
き
３
か
月
以
上
本
市
に
住
で
当
日
、
投
票
所
の
受
付
係
に
そ

ん
で
る
人
（
４
月
８
日
以
降
に
転
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

入
届
を
し
た
人
は
前
住
所
地
の
選
な
お
、
投
票
所
整
理
券
は
１
枚

挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
の
〈
ガ
キ
に
４
人
分
が
連
記
さ
れ

▼採用職種･受験資格
、

鞍種｜採用予定数
11

受 験 資 格

昭和39年4月2日～昭和46年4月1日生まれの者で学歴を

問わない。事
務
職
一
技
術
職

一
般
行
政
職

若干名上 級
男
・
女

1

昭和46年4月2日～昭和50年4月1日生まれの者で学歴を

問わない。
若干名初 級

’
昭和39年4月2日～昭和46年4月1日生まれで専門課程を

終了した者及び平成5年3月31日までに終了見込みの者
土木 1 名

男
・
女 昭和39年4月2日～昭和46年4月1日生まれで専門課程を

終了した者及び平成5年3月31日までに終了見込みの者
砥 気 1 名

昭和37年4月2日～昭和48年4月1日生まれで短・大卒(見

込）以上で心理学系・教育学系・社会学系を修めた者、高

校卒以上で2年以上糖神薄弱者の福祉に関する事業に従事

した者又は糟神薄弱者の更生援謹に関し相当の学識経験を

有すると認められる者｡(社会福祉主事の麦格を有する者及

び平成5年3月31日までに盗格取得見込みの者を含む｡）

男
・
女

生活指導貝 2 名

昭和39年4月2日～昭和48年4月1日生まれで資格を有す

る者及び平成5年3月31日までに資格取得見込みの者
不在者投票所

今
回
行
わ
れ
る
参
議
院
議
員
の

選
挙
制
度
に
は
、
個
人
に
投
票
す

る
選
挙
区
選
出
選
挙
と
、
政
党
又

は
政
治
団
体
の
に
投
票
す
る
比
例

代
表
選
出
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
投
票
用
紙
も
２
種
類
に

て
い
ま
す
の
で
、
各
自
切
り
離
し

て
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

本
人
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

保母 2名 女
投
票
用
紙
は
２
種
類

不
在
者
投
雪
一

昭和42年4月2日～昭和50年4月1日生まれの者で学歴を

問わない。
消防士 4 名 男

昭和39年4月2日～昭和50年4月1日生まれの者で学歴を

問わない。
技能貝 4名 男

済男
・
女’

昭和32年4月2日～昭和50年4月1日生まれの者で学歴を

問わない。
給食調 理 員 4名

ま
せ
ま
し
よ
う

季
は
早
め
に

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

投
票
日
当
日
に
自
分
の
投
票
区

の
区
域
外
で
仕
事
に
従
事
す
る
人
、

病
人
の
看
謹
や
や
む
を
得
な
い
用

事
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
、
病

気
や
出
産
な
ど
で
病
院
に
入
院
す

る
人
に
限
り
、
投
票
用
紙
の
講
求

兼
宣
誓
書
を
提
出
し
、
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
期
間
７
月
妬
日
主
）
ま
で

▼
時
間
午
前
８
時
釦
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で

▼
場
所
市
民
会
館
南
側
選
挙
管

理
委
員
会
プ
レ
ハ
ブ
事
務
室
不
在

者
投
票
所
（
上
図
参
照
）

▼
持
参
す
る
も
の
認
印
と
投
票

所
整
理
券

色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
よ

く
確
か
め
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

⑩
最
初
に
黄
色
の
投
票
用
紙
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
千
葉
県
選
出
議
員

選
挙
の
投
票
用
紙
で
す
の
で
、
候

補
者
の
個
人
名
を
記
入
し
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

②
つ
ぎ
に
白
色
の
投
票
用
紙
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
の
投
票
用
紙
で
す
。
政
党

又
は
政
治
団
体
の
名
称
・
略
称
を

記
入
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

民
主
主
義
の
基
盤
で
あ
る
選

挙
が
明
る
く
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
有

投票参加｡明るい選挙

推進運動を展開

<明るい選挙推進協議会〉

権
者
と
し
て
の
自
覚
と
政
治
常

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
選
挙
に
際
し
て
は

稜
極
的
に
参
加
し
、
国
民
の
声

を
正
し
く
政
治
に
反
映
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

我
孫
子
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
選

挙
の
実
現
を
め
ざ
し
て
選
挙
人

の
政
治
意
職
の
向
上
に
努
め
、

投
票
参
加
と
き
れ
い
な
選
挙
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
今
回
の

選
挙
で
も
蕊
業
所
の
訪
問
や
街

頭
で
の
啓
発
・
宣
伝
な
ど
、
積
極

的
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

投
票
所
名
称
が

変
わ
り
ま
す

一
部
の
投
票
区
は
今
回
か
ら
投

票
所
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
場
所
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ぐ
投
票
所
名
称
新
旧
対
照
表

市民体育館は
全面休館します

7月26日(日)開票会場と

なる市民体育館は全面休館

（野球場、テニスコート含
む）します。’’1 ’

下総基地 米軍機使用絶対反対の

投票区

6

8

12

16

17

25

投票所旧名称

久寺家青年館
一幸一一一

湖北地区公民館

台田青年館

新木青年館

中央公民館

中峠上青年館

投票所新名称

久寺家区集会所

ヤング手賀沼

台田中央自治会集会所

下新木自治会集会所

我孫子市中央公民館

中峠上区集会所
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会
社
な
ど
を
退
職
し
た
釦
歳
以
で
す
。

州
曜
喧
弗
娼
零
雄
謹
潔
憲
駕
雲
蕊
謹

向
偽
り

せ
“
蕊
差
謹
謹
謹
霊
《
雲
讓
皇
篝
篝
篝

か
ゞ
臺
臺
蓋
嘉
〆
篝
奈
言
壼
麓
雲
芙
喬
麿
譽
筆
篝
茎

一
ら
一
ユ
吐
藤
議
職
蕉
鰯
欝
噸
識
饗
饗
環
剰
嶋
燗
荊
壁
彬
麺
郡
岻
眺
。

金
」
蓑
筈
臺
￥
呵
言
届
け
出
は
お
済
み
で
す
”

知
蘂
謹
蕊
讓
蓬
菫
霜
芋
曼
臺
鞭
鬘
衰
倭
壽

年
：
三
：
、
蕃
鬘
菫
臺
ゞ
寒
蓑
嘉
鴦
§
喜
美
蓋
毒
臺

お
ゞ
室
襄
曇
臺
薑
髻
菫
譽
鬘
▲
暴
毫
」
晶
磐
“
冨
臺
、

民
篝
臺
薑
窪
雲
臺
ご
誇
菫
蒸
謹
議
羅

の
国
鰯
畦
鵡
麹
駿
織
篝
謹
難
懸
識

〈
就
職
し
た
場
合
〉
▼
手
続
き
方
法
・
・
就
職
日
付
の
わ
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
の
あ
る
人
）
を
持
参
し
て
、
年
金
係蝋

１
ｉ

貨
物
線
跡
地
複
合
文
化
施
設

■

恥

細長い敷地を最大に生かし

のこぎり屋根が特徴的な

施設の完成予想図（南側から望む）

施設左側の展望塔部分は2期工事分

平
成
７
年
度
完
成
を
目
指
す

旧
国
鉄
よ
り
取
得
し
た
、
我
孫

子
駅
南
口
の
貨
物
線
跡
地
に
建
設

す
る
複
合
文
化
施
設
の
実
施
設
計

作
業
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。

市
の
基
本
計
画
で
は
へ
我
孫
子

駅
周
辺
を
全
市
に
対
応
し
た
商
業

施
設
や
公
共
施
設
な
ど
を
配
潭

し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
施
設
橇
こ
れ
に
基
づ
く

公
共
施
設
の
「
核
」
的
施
設
と
な
る

も
の
で
す
。

施
設
の
概
要
は
地
上
７
階
建

て
、
延
べ
床
面
穣
が
約
１
万
３
６

０
０
平
方
灘
中
央
図
書
館
（
蔵
書

数
銅
万
冊
）
、
音
楽
ホ
ー
ル
（
座
席

数
５
８
６
席
）
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
多

目
的
ホ
ー
ル
、
中
小
会
議
室
へ
立
体

駐
車
場
な
ど
を
備
え
た
本
格
的
一

な
文
化
施
設
で
す
。

今
年
度
中
に
実
施
設
計
を
完

了
さ
せ
、
平
成
５
年
度
に
着
工

し
平
成
７
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
実
施
設
計
が
本

格
的
に
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
今
後
は
関
係
団
体
と
の
懇

談
会
や
地
元
へ
の
説
明
会
な
ど

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

な
お
、
施
設
の
名
称
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
て
決
定

し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
決
ま
り
し
だ
い
広
報
で
お

▼
問
い
合
わ
せ
貨
物
線
跡
地
一

知
ら
せ
し
ま
す
。

対
策
室
垂
（
蓮
１
１
１
１
内
線

２
２
８

今一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一参

平成4年第2回市議会定例会議決結果

教育研究所設置条例など
S議案を可決

被
保
険
者
該
当
届
書
と
転
職
前
の

会
社
な
ど
の
退
職
日
付
の
わ
か
る

も
の
、
印
鑓
年
金
手
帳
を
持
参
し

て
、
年
金
係
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
夫
が
退
職
し
た
場
合
・
・
第
３
号

被
保
険
者
該
当
届
書
と
退
城
日
付

の
わ
か
る
も
の
、
印
鑑
年
金
手
帳

を
持
参
し
て
、
年
金
係
か
支
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
し
な
い

で
、
２
年
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
過

ぎ
た
期
間
は
保
険
料
が
未
納
の
期

間
と
な
っ
て
し
ま
い
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
な
ど

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
年

金
係
壷
（
理
１
１
１
１
内
線
３
２

６
，
３
２
了
、
３
５
５
へ

議
蕊
窯
医
療
を
し
ま
す

費

通
知

平
成
４
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
羽
日
ま

で
の
朽
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
井
市
長
が
述
べ
た

市
政
一
般
報
告
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
便
用

料
等
に
対
す
る
消
量
税
相
当
額
の
加
算
に
係
る
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
上
程
さ
れ
た
８
謹
案
を
紹
介
し
ま

す
。
な
お
、
謹
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

囮
使
用
料
等
に
対
す
る
消
壷
税
相
手
当
と
の
関
連
を
明
確
に
す
る
た

当
額
の
加
算
に
係
る
関
係
条
例
の
め

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
使
画
市
教
育
研
究
所
設
壷
条
例
の
制

用
料
等
の
額
に
消
費
税
相
当
額
を
定
教
育
に
関
す
る
研
究
及
び
調

加
算
す
る
と
と
も
に
、
条
文
整
備
査
教
育
関
係
職
員
の
研
修
、
教
育

等
の
所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
相
談
を
行
う
市
教
育
研
究
所
を
設

画
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
置
す
る
た
め

正
す
る
条
例
の
制
定
執
行
体
制
画
エ
事
鯖
負
契
約
の
締
結
布
佐

の
強
化
を
図
る
た
め
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
等
増

画
市
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
鍾
築
工
事
の
請
負
契
約
を
す
る
た
め

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
画
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

同
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
喰
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
推
薦
す

擶
鍛
蕊
蕊
籠
鱗
雷
歪
３
霊
易

鰡
篝
蕊
鱸
窒
謡
蕊
奮
鐸
３
局
▲

の
支
給
期
間
に
関
し
、
児
童
扶
養
日
生
布
佐
２
２
２
４
’

墨

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度

の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
で
受
診
さ
れ
た
方

に
、
次
の
と
お
り
医
療
費
の
通
知

を
行
い
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
健
康
づ
く
り
へ

の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
、
受
診
抑
制
が
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
時
は
十
分
な
治
療
を
受

け
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
通
知
時
期
（
診
療
月
）

◎
平
成
４
年
７
月
（
平
成
３
年
哩

健
康
管
理
に
お
役
立
て
を

市
の
老
人
医
療
菱
は
、
高
齢
者

人
口
の
増
加
に
伴
い
年
々
増
加
し

て
お
り
、
平
成
３
年
度
は
記
憶
円

を
超
え
、
１
人
当
た
り
墾
万
７
０

月
・
平
成
４
年
１
月
・
２
月
）

◎
平
成
４
年
扣
月
（
平
成
４
年
３

月
・
４
月
・
５
月
）

◎
平
成
４
年
枢
月
（
平
成
４
年
６

月
・
７
月
・
８
月
）

◎
平
成
５
年
３
月
（
平
成
４
年
９

月
・
加
月
．
ｎ
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
電
（
理
１
１
１
１
内
線
３
２

４
，
３
２
５
へ

’

０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
老
人
医
療
費
の
額
な

ど
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
健
康
づ

く
り
へ
の
意
識
を
よ
り
高
め
て
も

ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
医
療
饗

の
通
知
を
行
い
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
受
診
抑
制
が
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の
健

康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
通
知
時
期
（
診
療
月
）

◎
平
成
４
年
７
月
中
旬
（
平
成
３

年
哩
月
・
平
成
４
年
１
月
）

◎
平
成
４
年
加
月
中
旬
（
平
成
４

年
４
月
・
５
月
）

◎
平
成
５
年
３
月
中
旬
（
平
成
４

年
８
月
・
９
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

保
健
医
療
係
孟
孟
）
１
１
１
１
内

線
３
１
３
へ

■
－

●

国
民
鯵

‐
Ｊ
１
Ｉ
Ⅱ
■
Ⅱ
１
１
‐
ｊ
ｌ
Ｉ
ｐ
干康

保
険

消
防
団
操
法
大
会
結
果

第
８
分

（
小
型
ポ
ン
プ
の

第
３
｜
分

（
自
動
車
の

団剛
が

優
勝

部
）凶

●
●
●
●
ｇ
◆
●
●
▼
●
●
●
●
●
Ｇ
毎
Ｇ
●
の
◆
●
●
。
●
申
●
ｐ
凸
●
●
争
申
●
●
◆
白

い
練
習
の
成
果
を
競
い
合
う

消
部
団
員
の
皆
さ
ん

６
月
型
日
（
日
）
、
日
本

電
気
我
孫
子
事
業
場
の
駐

車
場
で
、
市
内
消
防
団
に

よ
る
消
防
団
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝
…
第
８
分
団

準
優
勝
…
第
２
分
団

第
３
位
…
第
四
分
団

◎
自
動
車
の
部

優
勝
…
第
３
分
団

準
優
勝
．
：
第
巧
分
団

老
人保

健
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「
子
ど
も
の
頃
か
ら
相
撲
が
好
き

だ
っ
た
」
と
開
口
一
番
。
成
田
に
住

ん
で
い
た
明
治
か
ら
昭
和
の
戦
前

に
か
け
て
、
医
者
を
し
て
い
た
父

親
の
も
と
に
成
田
山
巡
業
で
ケ
ガ

を
し
た
力
士
が
治
癖
に
訪
れ
、
力

士
や
親
方
と
親
し
く
な
る
。
そ
の
縁

で
後
年
協
会
の
医
者
と
し
て
迎
え

ら
れ
、
力
士
の
病
気
や
ケ
ガ
を
治

療
す
る
相
撲
診
療
所
内
科
医
に
。

昭
和
鏥
年
、
東
京
大
学
医
学
部

大
学
院
卒
業
後
、
同
大
学
物
療
内

科
に
勤
め
、
昭
和
調
年
か
ら
日
本

相
撲
協
会
に
出
向
。
力
士
と
付
き

合
い
は
じ
め
て
詔
年
に
な
る
。

力
士
に
と
っ
て
病
気
や
ケ
ガ
は

最
大
の
敵
。
定
期
検
診
を
実
施
し
、

力
士
の
健
康
管
理
に
は
万
全
を
期

し
て
い
る
。 の夏シ‘みんこ 夕

◎

20

◎
市
民
プ
ー
ル
７
月
加
日
オ
ー
プ

ン▼
期
間
７
月
即
日
（
月
）
か
ら
８

月
錘
日
（
月
）

▼
時
間
①
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時

②
正
午
か
ら
午
後
２
時
③
午
後
２

時
釦
分
か
ら
４
時
訓
分
（
１
日
３

回
入
れ
替
え
遡
④
専
用
貸
し
切

り
午
後
５
時
か
ら
７
時

▼
場
所
手
賓
沼
公
園
内

▼
料
金
子
供
（
中
学
生
含
む
）
印

円
、
大
人
１
０
０
円
、
専
用
貸
し
切

り
５
０
０
０
円

※
幼
児
お
よ
び
小
学
生
は
、
高
校

生
以
上
の
方
が
同
伴
の
こ
と
。

▼
問
い
合
わ
せ
（
期
間
中
）

市
民
プ
ー
ル
壷
（
理
０
３
０
０

．
小
学
校
プ
ー
ル
の
開
放

▼
利
用
で
き
る
団
体
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
供
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
い
ず

れ
も
学
区
内
の
児
童
）

▼
申
し
込
み
７
月
配
日
（
水
）
ま

で
に
所
定
の
用
紙
（
各
小
学
校
に

有
り
）
で
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

幻
「
昔
は
糖
尿
病
で
苦
し
む
力
士
が

か
な
り
い
た
が
、
今
は
痛
風
で
悩

む
力
士
が
多
い
。
食
生
活
の
変
化

で
す
ね
」

日
本
の
国
技
大
相
撲
は
若
手
力

士
の
台
頭
で
話
題
も
多
く
、
プ
ロ

野
球
の
人
気
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
。

日
本
相
撲
協
会
に
は
、
現
在
８

５
０
人
ほ
ど
の
力
士
が
明
日
の
横

I

淫
の
あ
る
鯵
環
を

※
幼
児
お
よ
び
小
学
生
は
、
高
校

生
以
上
の
方
が
同
伴
の
こ
と
。

◎
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

▼
定
員
各
校
３
名
二
般
開
放

校
は
４
名
）
高
校
生
以
上

▼
日
額
５
６
０
０
円
（
プ
ー
ル

綱
を
目
指
し
、
連
日
け
い
こ
に
励

ん
で
い
る
。
大
相
撲
の
本
場
所
は

年
６
回
行
わ
れ
、
こ
の
間
地
方
巡

業
さ
ら
に
近
年
の
外
国
人
力
士
の

活
躍
等
で
海
外
か
ら
も
注
目
を
集

め
海
外
巡
業
も
年
々
盛
ん
に
な
る
。

６
月
に
行
わ
れ
た
ド
イ
ツ
・
ス

ペ
イ
ン
場
所
も
友
好
を
深
め
大
盛

況
で
幕
を
閉
じ
る
。
「
力
士
に
は
い

日本相撲協会

診療所内科医長
は やし兇い ろく

一

'、さん林盈
(湖北台）
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Ｉ
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ｌ
ｌ
ｌ
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緋
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糾
州
糾
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糾
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ｆ
細
糾
糾
鼎
＃
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＃
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ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
§
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
峰

し

開
放
が
半
日
の
場
合
は
半
額
）
日
（
火
）
ま
で
に
我
孫
子
１
６
８
４
な
お
、
各
校
と
も
書
類
審
査
の

▼
勤
務
時
間
各
プ
ー
ル
の
開
放
教
育
委
員
会
体
育
課
ａ
（
理
１
１
う
え
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

期
間
で
午
前
８
時
鋤
分
か
ら
午
後
５
１
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
切
り
ま
す
。

烏
．
走
三
‐
ル
三
℃
劉
鯵
鯵
鯵
鯵
擁

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

競
潔
鯵
鯵
鯵

▼
申
し
込
み
履
歴
書
（
写
真
添
、
ｂ
二

Ｊ
″
Ｉ
、
、
、
、

付
）
に
第
１
希
望
枝
、
第
２
希
望
校
ｒ
ｌ
Ｌ

を
明
記
し
、
押
印
の
う
え
、
７
月
虹
最
近
、
消
費
生
活
苦
情
相
談
に
約
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

つ
も
ゆ
と
り
あ
る
環
境
を
作
っ

て
あ
げ
た
い
」
と
思
い
や
る
。

本
場
所
が
終
わ
り
「
親
方
衆

や
力
士
達
と
酒
を
酌
み
交
わ
す

の
が
楽
し
み
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

相
撲
界
、
酒
の
強
い
力
士
は

出
世
が
早
い
が
タ
バ
コ
を
吸
う

力
士
は
出
世
し
な
い
と
い
う
。

酒
に
関
し
て
は
こ
と
の
ほ
か

寛
大
だ
。
角
界
の
酒
豪
番
付
の

横
綱
は
今
の
と
こ
ろ
糞
の
浪
関

で
一
晩
に
３
升
。

現
在
、
相
撲
医
の
か
た
わ
ら

東
大
物
療
内
科
で
毎
週
水
曜
日

の
午
後
、
後
輩
に
漢
方
で
の
診

療
を
教
え
る
。

趣
味
は
日
本
刀
の
鑑
黄
。
束

大
相
撲
部
名
誉
顧
問
。
鏥
歳
。
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最
近
、
消
費
生
活
苦
情
相
談
に
約
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

若
い
女
性
か
ら
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
い
っ
た
ん
契
約
を
結
ぶ
と
中
途

サ
ロ
ン
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
解
約
は
困
難
で
解
約
が
で
き
る
場

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
で
も
高
額
な
解
約
料
を
講
求
さ

週
刊
誌
や
チ
ラ
ン
な
ど
華
や
か
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
効

な
広
告
の
無
料
体
験
や
格
安
コ
ー
果
を
上
げ
る
た
め
に
も
と
化
粧
品

ス
に
ひ
か
れ
気
軽
に
サ
ロ
ン
に
行
や
健
康
食
品
の
購
入
等
も
勧
め
ら

く
と
「
あ
な
た
の
場
合
そ
の
コ
ー
ス
れ
、
高
価
な
商
品
を
多
量
に
買
わ

で
は
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
苦
情
も

い
」
と
い
わ
れ
長
期
・
高
額
な
コ
ー
あ
り
ま
す
。
健
康
に
や
せ
る
た
め

ス
を
ク
ヒ
ン
ッ
ト
を
利
用
し
て
契
に
は
食
事
と
運
動
の
両
面
か
ら
見

４
歳
か
ら
加
歳
く
ら
い
ま
で

の
〃
子
ど
も
た
ち
″
集
ま
れ
／
，

市
民
図
書
館
で
は
夏
休
み
の

子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

次
の
日
程
で
お
た
の
し
み
会
を

開
催
し
ま
す
。
（
入
場
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館

壷
（
謎
）
１
１
１
０

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

、

程

｡‘｡.,｡域÷ や÷÷÷c炉埼･弓･÷･験｡鋲･駁や÷÷÷÷｡強÷｡奈幸｡や｡や÷cや

直
す
こ
と
が
基
本
で
機
器
や
施
術

だ
け
で
や
せ
る
こ
と
は
不
可
能
と

肥
満
治
療
の
専
門
医
は
指
摘
し
て

い
ま
す
。
脱
毛
や
美
顔
等
も
方
法

に
よ
っ
て
は
問
題
が
多
い
よ
う
で

す
。
サ
ロ
ン
に
入
会
し
た
か
ら
、
お

金
を
か
け
た
か
ら
と
い
っ
て
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
体
に
な
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
過
剰
な
期

待
は
禁
物
で
す
。
契
約
を
す
る
場

合
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
恢
重
に
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

/一。あびこ･一、

－11、gql

六
月
に
入
る
と
、
道
端
や
田
の

あ
ぜ
溝
、
人
家
の
周
り
な
ど
で
、

コ
モ
チ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
が
黄
色
い

花
を
開
い
て
人
目
を
引
い
た
。

こ
の
草
は
全
体
が
柔
ら
か
く
、

や
や
湿
っ
た
場
所
を
好
み
、
茎
の

先
を
枝
に
分
け
、
そ
こ
に
星
形
の

黄
色
い
花
を
並
べ
て
つ
け
る
。

花
は
下
か
ら
上
へ
と
順
に
咲
く
。

ま
た
、
肉
の
厚
い
葉
の
基
部
に

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
旧

家
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な

古
文
書
査
料
を
市
史
の
編
さ
ん
お

よ
び
郷
土
史
研
究
に
供
す
る
た

（ ）市史資料目録9集刊行

旧下ケ戸村･勢硲彦右衛門家

資料目録頒布中
ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝグｻ

6

(べんけいそう科）

ノ

は
、
円
形
で
多
肉
な
に
哩
一
刃

の
小
さ
な
葉
を
持
つ
珠
芽
（
む

か
三
が
で
き
、
こ
れ
が
地
に
落

ち
て
繁
殖
す
る
。

「
子
持
ち
万
年
草
」
と
い
う
名

は
、
珠
芽
が
で
き
る
こ
と
に
よ

る
。

花
を
よ
く
見
る
と
、
雄
し
べ

が
十
本
雌
し
べ
が
五
本
あ
る
。

し
か
し
、
な
ぜ
か
種
子
が
で

き
ず
、
繁
殖
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の

珠
芽
に
よ
る
。

コ
モ
チ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
は
、

明
治
二
十
四
年
、
牧
野
富
太
郎

博
士
が
二
十
九
歳
の
時
に
「
日

本
植
物
志
図
編
」
第
一
巻
第
十

集
の
中
で
、
自
繁
の
精
密
な
素

晴
ら
し
い
図
と
と
も
に
、
新
種

と
し
て
発
表
し
た
植
物
で
あ
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）Ｉ

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
査
料
の
目
録
化
作
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

一
易
ほ
ど
「
査
料
目
録
集
」
の
最

新
版
を
刊
行
。
旧
下
ケ
戸
村
の
染

谷
彦
右
衛
門
家
の
も
の
で
文
書

の
中
に
は
寛
永
４
年
の
下
ケ
戸
村

の
田
地
畑
地
面
種
と
分
水
等
年
貢

の
基
礎
帳
面
、
「
御
地
詰
畑
野
帳
」

な
ど
租
税
関
係
を
は
じ
め
総
数
２

５
５
０
余
点
の
古
文
書
が
収
録
し

て
あ
り
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
Ｂ
５
判

（
２
２
６
頁
）
で
２
２
０
０
円
。

同
査
料
目
録
集
は
こ
れ
ま
で
に

も
旧
我
孫
子
町
小
熊
勝
夫
家
、
旧

根
戸
村
川
村
一
夫
家
、
飯
泉
茂
武

家
、
旧
湖
北
村
田
口
是
久
家
・
高
田

勝
禧
家
、
旧
布
佐
町
延
命
寺
、
井
上

武
家
、
榎
本
武
一
家
、
旧
柴
崎
村
川

▲

市
史
編
さ
ん
室
で
頒
布
中
。

正
信
家
の
も
の
を
刊
行
し
て
い

ま
す
。

郷
土
史
研
究
に
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
市
史
編
さ
ん

室
壷
（
壷
１
１
５
１

’

布
佐
南
小

8月3日
I

16日

湖
北
台
西
小

湖
北
小

小
学
校
名

期
間

’

バ
ス
路
線
〈

公
共
下
水
道
工
事
に
よ
り
長

い
間
バ
ス
路
線
を
変
更
し
て
き

ま
し
た
が
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
工
事
の
一
部
（
あ
き
に
れ

並
木
通
り
）
が
完
了
し
ま
し
た
。

下
図
の
と
お
り
我
孫
子
駅
か

ら
三
井
団
地
間
の
バ
ス
運
行
経

路
律
留
駈
が
変
更
と
な
り
ま

す
。▼

変
更
日
８
月
１
日
主
）
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
下
水
道
課

我
孫
子
駅

～
三
井
団
地

）
変
更
の
お
知
ら
せ

至柏

至柏

1’

我孫子駅 ’

央学院大学

くし野入口

I‐至取手

拳
－鈩烏圓錫_丁‘

0

F~可（銅我孫子駅~三井団地線
■（旧)我孫子駅~三井団地織
②廃止(停留所）

一一

あきにれ並木通り

国進6号繊

日

7月21日

(火）

7月23日

(木）

7月24日

(金）

堀 所

湖北台団地

中央典会所

布佐分館
節1会議室

市民会館第

4．5会議室

定員

各

80名

各

~50名

各

80名

時間

午後1時30分～2時15分

午後3時～3時45分

午前11時～11時45分

午後1時30分～2時15分

午後3時～3時45分

午後1時30分～2時15分

午後3時～3時45分

内 容

影絵

楽しい

お話

零
ゞ

示

屯
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シ対象技術や資格を身につけ就

職を希望する初心者の女性

し科目経理事務科（簿記検定3

級程度、9月10日から全21回、定

員30名）、ワートミ・プロセッサ科

（基礎から3級程度、9月10日と

11日からの2コース各21回、定員

各20名）、受講無料、教材費実費

伝場所・申し込み・問い合わせ

7月20日(月)か21日(火)に本人が

直接印鑑とハガキを持参し、千葉

市中央区千葉港4の3県女性就業

援助センター壷043(247)8542へ

１
１ 「

ん

■■’ -9j

’
’

１
１
１

1
市内在住の被爆者の方へ1万円

の見霊金が支給されます。次の要

件を満たす方は、市役所厚生課へ

連絡のうえ、7月31日(金)までIこ

手続きをしてください

倖要件①被爆者健康手帳の交付

を受けている方②7月1日現在

我孫子市に住民登録されている方

し問い合わせ厚生課社会係

’
圓国国回

’
’

屡日時・場所7月26日(日)午後

1時から3時、あらき園

し対象・定員・愛用ハンガー：

小学4年生以上先着20名、1人10

0円、巣箱：小学5年生以上先着

15名、1人500円

し申し込み・問い合わせ電話で

あらき園(新木1637)壷(88)4188へ

’
｜

’

平成4年中に満70歳になり、6

月1日現在我孫子市に居住してい

る方で、かって田子家庭の母であ

った寡婦の方に、県から慰問品が

贈呈されます。対象となる方は、

7月31日(金)までに児童保育課へ

届け出てください。

惨問い合わせ児童保育課

0

’’分

俵日時7月30日(木)午前10時か

ら正午(参加無料、定員先着30名）

＞集合場所中央公民館講座室

し内容船上から手賀沼及び周辺

の現状を視察

し申し込み・問い合わせ電話で

市民生活課査(85)1111:内線329へ

ロ健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

溌
函
フ
月
溌
鰯

毎税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

毎酒害相談＝保健センター9:30～11:30

’’

シ日時7月17日(金)午後2時か

ら3時30分（無料、定員250名）

し場所湖北地区公民館小ホール

レテーマ「お年寄りとのコミュ

ニケーション」について

伝講師井上勝氏(筑波大助教授）

し問い合わせ高齢者福祉課

9時30分出発、つくし野(終点)午

後3時到着、引き継ぎ

医参加費無料(昼食の用意あり）

戸問い合わせ吉岡壷(82)7029

し活動日毎月最終金曜日午前10

時30分から正午ごろまで

し資格普通免許を持っている方

で{固人、団体を問いません

し申し込み・問い合わせ社会福

祉協議会念(84)1539へ|‘
’

ソフトテニス講習会
（軟式テニス）

｜炉曰時7月26日〔巳)から8月22

日(土)までの土曜日、日曜日8回

午前9時から110時(参加費1000円）

傷会場・定員手賀沼公園庭球場

50名、湖北台中央公園庭球場40名

し資格市内在住、在勤の小学5

年生以上(応募多数の場合は抽選）

色申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、希望会場を

明記し7月22日(水、必着)までに

我孫子1684教育委員会体育課

壷(85)1151へ

’
１
１ ’

修日時毎週士曜日午後6時30分

から8時30分

し場所湖北台東小学校体育館

し対象・会費小・中学生男女15

00円、高校・一般男女2000円(月額）

し申し込み・問い合わせ電話で

吉田壷(88)0862へ

伊日時9月2，17，24日、10月

1日、平成5年1月14日の全5回

午後1時から3時30分

匪場所柏保健所及び柏の葉公園

し内容ウオーキング、講話等

し定員先着30名(参加無料）

し申し込み・問い合わせ柏保健

所保健指導課栄養係壷(67)1255へ

'

-面園
鶏

||’|’
｜

’

鵜
画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00少曰時7月19日(日)午後2時

30分開場、3時開演

し場所市民会館

歩賛助出演高野山小合唱部

し問い合わせ社会教育課｜

壷(85)1151‘

シ曰時毎週月曜日午後3時から

4時30分(月会費3500円）

し場所根戸近隣センター（場所

が確保された場合に限る）

し申し込み・問い合わせ権藤盆

(84)3894

凸曰時7月26日(日)午前10時か

ら午後5時(入場無料）

し場所柏市教育福祉会館

し内容講演会ほか(保育あり）

し問い合わせ同協会盆043(489）

7755

つ､弔耐望

、

金国民年金保険料納期限＝口座振替日
寸固・都税第2期納期限

心臓療育相談
トJ

1
■

夏 休み学
指導員、

童保育室児童
アルバイト女揃難術瀧鍜瀧

■
ひらかわはづき

平川葉月ちゃん
(船戸。6か月）

－

藤棚艫伽がりました

平成4年7月1日現在＊世帯数40,291世帯
人口122,426人男61,425人女61,001人

●市役所本庁85-1111●市民体育館87-1155

●つくし野支所84-8801③市民図書館本館84-1110湖北台
●湖北台支所88-0828分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北支所88-2111移動図書館87-0909
●布佐支所89-2358●都市改造事務所85-1171

●教育委員会85－1'151●身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111●あらき園88-4188
⑧肖防署84-0119●つつじ荘88-012 3

●少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽)87-2379
●保健センター87-1131

●市民会館84-3311
●公民館中央82－051．5

（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
,近隣センター布佐南89-3740
天王台北82-9988根戸83-5363

湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722湖北

●鳥の博物館85-2212台88-9927布佐89-1193

くらしと物価通信講座生

原子爆弾被爆者の方へ

市民卓球大会

夏
手作りハン

休 み
ガー･巣箱教室

ｯﾄﾗｲﾌ加ﾂジ受講

今年満70歳となる寡婦
の方に慰問品を贈呈

手賀沼船上視察
(石けん利用キャンペーン） 日曜当番医’1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ竃(85)1313

同和問題啓発資料展示会
｢スボレク’93inちば」
祭 典 ス ロ ー ガ ン

地域福祉講 座
10⑧

20月

21火

22水

2高木

24金

25土

Z⑥⑧
ロ

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
軍心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00

ロ市民図曾箆休侭＝側の鋤鬮休鬮亟つつじ荘休思

金法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

一消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

＝アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～16:00

eO

宮人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

ロ市役所閉庁(－部の施設は除く）

画休日鱸歯科諏日=休日鯛鋤診霞所(而民会館内),9:Ⅱヘイ1:30

27月

28火

29水

30木

ろ1金

国民平和大行進
我孫子コース参加者

お弁当配達ボﾗﾝﾃｨｱ

我孫子空手道ｸﾗブ会員

らくらく｡ｳｵー ｷﾝ誕生

ウイーンの森少年
合唱団コンサート千葉県中途失聴者

難聴者協会例会 ジｬギー (ジｬ体操)韻




